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DECAF  COFFEE 

DECACO 

猫を モチーフ にした 温かみ 
の ある デザイ ンが 特徴の 
DECACO。 新 商品の 販促 物 
などは、 デザイン 経験を 積 
んだ 担当者に より 自社 制作 
された。 今後の 商品 展開に 
も 期待 したい 


DECACO 

https://www.decaco.jp/ 


(巻頭 特集/ 

地元 企業 「ケ！ ィ！ シ— グル— プ」 が 開発！  參 

超 臨界 抽出 技術を 用いた 
デ カフェ n  — ヒー 「DECACO」 

超 臨界 二酸化炭素 抽出 技術を 用いた 国内 初 (※丄 とされる 
デ カフ 1コ ーヒー 「DECACO」。 

今年 4 月より | 部 調剤 薬局に て 限定 販売が 開始され、 

妊娠 中 や 子育て 中の 女性を 中心に 広まりを 見せて いる。 

「DEC  A  CO」 を 手がけた のは、 

桑 名 市に 本社を 構える 「ケ I  •ィ I  •シ I グル I プ」。 

環境 負荷の 軽減を 目指す 中で 着目した 
「超 臨界 二酸化炭素」 を 活用し、 

食品 や 医薬品の 分野で 注目を 集めて いる。 


# 


1 .左下から 反 時計回りに、 コーヒーの 生 豆、 カフェ 
イン 抽出 後の 生 豆、 抽出した カフ ヱ イン、 焙煎 後の 
コーヒー豆 2 .結晶 化した カフェイン。 焙煎 後の コ 
-ヒー は、 カフェイン 入りの コー ヒーと 変わりな ぐ 
香り 高い 
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株式会社 ケー •イー •シー 

〒51 1-0854 
桑 名 市 蓮 花 寺 1635-5 
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超 臨界 技術 セン ター 株式会社 

T51 1-0838 
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圧力鍋の よぅな ものです」。 

美味し さに も こだわり たいと、 
Cafe  de  u ^ Daniers  (桑 名 市) 
の 店主で、 バリスタ 日本 チャンピ 
オンの 吉良剛 さんに 監修を 依頼。 
味 や 香りな どを 判断す る カッ ピン 
グの 仕方 も 学んだ。 

美味し さに も 自信 あり 
地域 内外で 精力 的に PR 

開発から 約 3 年後の 今年 4 月、 
「DECACO」 の 試験 販売を 開始。 
東海 地区の 総合 メディ カル グル ー 
プ (ハ ロ ー 薬局) 60 店舗で 先行 販 
売し、 試飲 会を 通して ユー ザー の 
声に 耳を 傾ける。 「『普段 飲んで い 
る デ カフ エコー ヒー よりも、 おい 
しい』 と 女性から 高評 価。 中には、 
『普通の コ ー ヒ ー じ ゃない の？』 
と 驚かれる 方 も いらつ しやい まし 
た」 と 株式会社 ケ ー •イー •シー 
の デ カフ ヱ 営業 •企画室の 鈴木奈 
美さん は 自信を 見せる。 

市内での PR 活動に も 注 力。 地 
域 住民が 講師と なつて、 さま ざ 
まな 体験 イベントを 実施す る 「桑 
名 ほんばく」 では、 育児 中 •妊娠 
中の 女性を 対象と した バランス ボ 
1 ル エクササイズと コ ラボし、 講 
座で 「DECA 
C 0 」 を 提供す 
る。 11 月 24 日 (日) 

には、 女性たち 
による 活動 P R 
イベント 「ァィ 
クリエ イト」 に 
ブ ー スを 出展し、 

試飲 会を 実施す 


る。 「『デ カフェ コーヒ ー は 美味し 
くない』 といぅ イメ^  — ジを 払拭し、 
プロの 方から も 高い 評価を いただ 
いている DECACO の 味を 広めた 
いです ね」 と 川口さん は、 先を 見 
据える。 

超 臨界 二酸化炭素 抽出 技術を 用 
いた 国内 初の デ カフェ コーヒ ー 
「DECACO」。 レギ ユラ 1 コ 1 ヒ 
—に 劣らない 風味と、 豊かな 香り 
が 桑 名 市から 全国へ と 広がりを 見 
せて いる。 

※彳 株式会社 ケ ！ イ！ シ— 調べ 

※之 温度 圧力が 臨界点を 超えた 状態を 指し、 液 
体と 気体の 両方の 特徴を 兼ね備えた 流体 


人と 環境に 優しい 
産業廃棄物 処理 事業を 

環境に 配慮した 産業廃棄物 処理 
事 # を 手がける 「株式会社 ケ ー  • 
イ- — •シ^ ~ 」 など 4 社から 成る ケ 
1 •ィ！ シ ー グル ー プ 。株式 会 
社ケ！ ィ！ シ ー 取締役の 川口 
孝 治さん は、 「産業廃棄物の 収集 
運搬から 焼却、 中間 処理、 最終 処 
分までの 一貫 体制を 整えて いるの 
が 我々 の 強みです」 と 話す。 

ケ^ —  •ィ^ ~  •シ^ ~ グル^ ^ プで環 
境に 優しい 廃棄物の 処理 方法を 模 
索す る 中、 廃棄物の 分解 処理に も 
利用され る 超 臨界 へ※？) 技術に 
着目。 約 40 年に 渡り、 超 臨界 流体 
に関する 研究 •開発に 携わつ てき 
た 合資会社 エス シ ー エフ テク ノリ 
ンク 代表の 福 里隆一 工学博士と、 
名古屋 大学の 後藤 元 信 教授を アド 
バイ ザー として 招聘した。 

2  013 年、 これらの 研究 成果 
を 社会 実装す る ことを 目的と し、 


超 臨界 技術 センタ ー株式会社が 
設立され た。 「処理に 用いる のは、 
自然界に 存在す る ま 酸化炭素と 
水。 炭酸 ガスと も 呼ばれる 二 酸化 
炭素は、 炭酸飲料に 使われるな ど 
私たちに 身近な ガスで、 人体と 環 
境に 優しい ことが 利点です」 と、 
開発に 携わる 田 中雅裕 さんは、 経 
緯を 教えて くれた。 

商品 化に 向けて 
試行錯誤を 重ねる 

コ^ ― ヒ^ — 豆から カフェインを、 
トウ ガ ラシから カプ サイ シンを と、 
超 臨界 二酸化炭素を 用いた 抽出 処 
理は 、かねてから 食品 や 医薬品 分 
野で 工業 利用され てきた。 超 臨界 
技術 センタ 1 株式会社は、 食品を 
対象と した 研究開発に 着手。 そこ 
で 注目した のが、 当時 国内で まだ 
浸透して いなかつた 「デ カフ エコ 
1 ヒ ー」 だつ た。 デ カフェとは、 
カフ ヱ インを 取り除い たものを 意 
味す る 0 


コーヒ ー やお 茶に 多く 含まれる 
カフ ヱ インは、 眠気 防止な どの 覚 
醒 作用 や 利尿 作用な どを 持つ。 医 
薬品な どに も 広く 利用され ている 
一方で、 胎児への 発育 障害を 引き 
起こす 可能性 も あり、 妊娠 中や授 
乳 中の 女性は カフ H イン 摂取を 控 
える 場合が 多い。 健康 上の 理由 か 
ら 海外では 古くから デ カフ ヱコー 
ヒ ー が 飲用され ており、 抽出 技術 
の 誕生は、 20 世紀 初頭の ドイツに 
さかのぼる。 ヨーロ ツバでは デ カ 
フェ コ^ ~ ヒ^ ~ が 浸透して いるが、 
日本での 認知 度は まだ 低い のが 現 
状で、 国内の 流通 品は、 多くを 輸 
入に 頼っ ている。 

「カフェインを 抽出す る だけで 
なく、 美味し さを 引き出す ための、 
温度、 圧力、 抽出 時間と いった 条 
件を 洗い出す のが 大変でした」 と 
製造に 携わる 澁谷健 一さん は 苦労 
を 明かす。 

第 1 弾の 試作品は、 お世辞に も 
コ^ — ヒ - — とは 言えない ものだった。 
「薄い ほぅじ 茶の ょぅで、 色 も 味 
もコ ー ヒ ー とは 程 jj ?s かつた。 カフ 
ヱ インを 抜く 過程で、 旨味まで 抽 
出されて しまった のです」 と 田 中 
さんは 振り返る。 

前後の 処理 工程に も こだわった。 
豆の 汚れを 取り、 水に 浸して 豆を 
ふや かせた 後、 超 臨界 二酸化炭素 
を 接触 させ、 カフ ヱ インを 抽出。 
その後、 添加した 水分を 乾燥 させ 
て 仕上げる。 「処 w if ほ、 超 臨界 
抽出 装置を 用います。 一般の 方に 
は、 イメ'  — ジ しにくい と 思います 
が、 圧力を 上げて、 高温 調理す る 
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